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解
説

こ
の
1
件
の
経
緯
と

｢
l
件
口
書
写
｣
に
み
る
農
村
民
の
生
活

一

事
件
の
発
端

こ
の

｢
7
件
口
書
写
｣
の
T
件
と
は
､
権
現
堂
川
の
川
除
御
普
請
所
､
す
な
わ
ち
､
治
水
用
施
工
箇
所
の
杭
木
が
流
失
し
た
と

い
う
こ
と
を
発
端
と
し
た
事
件
で
あ
り
､
こ
の
控
書
は
､
こ
の
事
件
で
取
調
べ
を
受
け
た
者
の
申
し
立
て
を
記
し
た
供
述
書
の
写

し
で
あ
る
｡

事
件
の
発
端
と
取
り
調
べ
に
至
る
経
緯
の
概
略
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
Q

こ
の
上
吉
羽
村
の
地
先
に
あ
る
権
現
堂
川
の
治
水
工
事
箇
所
の
堤
大
出
し
か
ら
川
上
に
設
け
ら
れ
た
杭
出
し
箇
所
の
う
ち
の
一

番
箇
所
の
杭
木
五
〇
本
が
流
失
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
､
そ
の
こ
と
を
役
筋
の
大
竹
伊
兵
衛

･
小
池
勘
次
郎
様
へ
届
け
出
た

一

と
こ
ろ
､
取
り
上
げ
て
苧

見
な
か
っ
た
o
そ
こ
で
､
八
月
二
十
六
日
に
役
所
に
届
け
出
た
と
こ
ろ
､
枕
木
を
伐
取
っ
た
あ
と
が
あ

ー

る
と
か
で
､
こ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
し
て
､
十
月
七
日
､
村
の
各
棟
の
村
役
人
､
そ
の
は

一

か
の
百
姓
が
多
数
が
連
れ
出
さ
れ
'
呼
び
出
さ
れ
て
'
個
々
詳
細
な
取
調
べ
を
受
け
た
D

二

上
告
羽
村
と
権
現
堂
川

(
こ

上
吉
羽
村

こ
の
上
吉
羽
村
は
'
こ
の
時
期
は
武
蔵
国
着
飾
郡
'
明
治
以
降
は
埼
玉
県
北
着
飾
郡
に
属
し
､

一
八
八
九

(明
治
二
十
二
)
午

に
神
明
内
村
､
木
立
村
､
権
現
堂
村
と
合
併
し
て
権
現
堂
川
村
と
な
っ
た
｡

!
九
五
四

(昭
和
二
十
九
)
年
に
幸
手
町
他
四
力
町

村
と
の
合
体
で
幸
手
町
上
吉
羽
と
な
り
'
現
在
は
幸
手
市
上
吉
羽
で
あ
る
｡
利
根
川
水
系
の
権
現
堂
川
に
沿
い
､
｢権
現
堂
川
の
堤

(2
)
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(3
)

(-)

防
渡
る
-
-
･と
は
曽
の
東
京
の
市
民
に
共
成
を
与
へ
た
る
警
語
な
り
し
｡
今
は
荒
川
の
放
水
路
出
来
其
患
な
く
な
り
た
り
｣
､
と

記
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
O

利
根
川
水
系
の
権
現
堂
川
右
岸
に
位
麿
す
る
上
吉
羽
の
地
形
は
､
自
然
堤
防
の
徴
高
地
と
同
川
の
堤
外
地
'
自
然
堤
防
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
後
背
低
湿
地
で
､
こ
の
後
背
低
湿
地
に
集
落
が
散
在
す
る
｡

元
禄
八

(
〓
ハ
九
五
)
年
の
武
蔵
国
幕
府
領
総
検
地
の
7
環
と
し
て
検
地
が
行
な
わ
れ
た
が
､
｢元
禄
郷
帳
｣
に
よ
る
と
､
高
二

三
二
石
余
で
､
ほ
か
に
上
舌
羽
村
枝
郷
小
七
新
田
二
二
六
石
余

･
轡
瀬
新
田

1
八
五
石
余
と
な
っ
て
い
る
O
小
七

･
轡
瀬
両
新
田

は
元
禄
検
地
の
頃
開
か
れ
､
化
政
期
に
当
村
の
小
名
と
な
る
｡
国
立
史
料
館
本
元
禄
郷
帳
で
は
旗
本
山
高
領

･
同
小
堀
領
で
､
以

(2)

後
幕
末
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
｡

こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る

｢
産

口
書
細
｣
に
は
､
小
七
､
轡
瀬
と
い
う
小
名
を
示
す
小
七
株
､
轡
淑
株
の
は
か
に
本
村
株
､

E

信
木
株
が
出
て
-
る
｡
こ
の
二
つ
が
当
初
の
上
舌
羽
村
で
あ
る
｡
し
か
し
､
以
上
は
小
堀
知
行
所
分
の
み
で
あ
る
o
こ
の
ほ
か
に

1

山
高
知
行
所
分
が
あ
る
｡

l

延
享
四

(
1
七
四
七
)
年
の
上
音
羽
村
は
小
堀
知
行
所
上
舌
羽
村
-
四
八
九
石
三
斗
九
升
九
合
､
田
畑
五
八
町
二
反

l
畝
三

歩
､
山
高
知
行
所
-
六
五
石
二
斗
五
升
､
田
畑

l
○
町
四
反
八
畝
二
四
歩
と
か
ら
な
る
o
御
料
所
上
音
羽
村
は
本
村

･
信
木

･
小

(3)

七

･
轡
瀬
で
､
山
高
知
行
所
上
音
羽
村
は
l
ツ
谷
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
こ
の
上
吉
羽
村
は
五
つ
の
株
か
ら
な
る
｡
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
株
に
名
主

･
阻
頭

･
百
姓
代
の
村
三
役
が
置
か
れ
て
お
り
､
五
つ
の
小
村
か
ら
な
る
村
で
あ
る
｡
こ
の

｢
f
件
口
書
｣
は

小
堀
領
分
上
舌
羽
村
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
｡

(
二
)
権
現
堂
川

こ
の
権
現
堂
川
は
､
最
も
簡
単
に
は

｢埼
玉
県
内
を
流
れ
る

一
級
河
川
｡
上
流
端
は
利
根
川
か
ら
の
分
派
点
､
幸
手
市
北
部
で
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第 1図 利根川水系河川変流図

註 1)栗原良輔 『利根川給水史考』復刻第 3版 1996年 山愛書院 133ページ

(4)

中
川
に
合
流
す
る
｡
(利
根
川
水
系
>
｣､

と
説
明
さ
れ
て
い
る
利
根
川
の
派
川
で

あ
る
o

上
野
国
利
根
郡
水
上
村
の
大
水
上
山

に
発
し
て
商
流
す
る
利
根
川
は
､
途
中

で
多
く
の
河
川
を
合
流
す
る
が
､
栗
橋

に
お
い
て
権
現
堂
川
を
派
川
と
し
､
さ

ら
に
関
宿
に
て
逆
川
を
派
し
て
後
､
さ

ら
に
い
く
つ
か
の
河
川
や
諸
沼
の
水
を

合
流
し
て
下
総
国
銚
子
に
到
り
､
太
平

洋
に
注
ぐ
｡
流
路
延
長
七
五
里
の
利
根

川
は
､
渡
良
瀬
川
合
流
点
の
栗
橋
以
上

を
上
利
根
川
､
そ
れ
よ
り
下
流
小
貝
川

合
流
点
の
布
佐
ま
で
を
中
利
根
川
､
そ

れ
よ
り
下
流
を
下
利
根
川
と
い
う
｡
そ

し
て
'
河
道
は
上
利
根
川
の
中
途
で
吾

妻
川
合
流
地
渋
川
ま
で
は
山
間
部
で
あ

る
の
で
変
遷
は
な
い
が
､
そ
れ
よ
り
下

流
は
平
野
を
流
れ
る
の
で
'
変
流
が
著

(4
)

140
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(5
)

(5)

し
い
｡
こ
れ
に
は
人
為
的
な
こ
と
が
含
ま
れ
る
｡

こ
の
栗
橋
に
お
い
て
分
流
し
た
権
現
堂
川
は
権
現
堂
村
で
東
南
に
屈
曲
す
る
｡
｢其
琴
曲
の
所
水
勢
激
L
o
故
に
大
堤
を
築
て

防
御
す
｡
長
五
百
開
高

一
丈
八
尺
､
最
堅
固
に
造
る
｡
是
天
正
四
年
始
て
築
-
所
な
り
と
云
ふ
｣
､
と
い
う

『新
編
武
蔵
風
土
記
』

の
記
述
を
'
栗
原
良
輔
は
そ
の
著

『利
根
川
治
水
史
考
』
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
が
､
こ
の
権
現
堂
川
の
開
整
年
代
を
そ
こ
に

お
け
る
天
正
四

(
一
五
七
六
)
年
説
で
は
な
く
､
｢河
田
氏
沿
革
考
｣
に
あ
る
と
い
う
寛
永
十
八

(
〓
ハ
四
一
)
年
説
を
採
用
し
て

(6)

い
る
｡

こ
の
権
現
堂
堤
は
､
｢此
の
堤
が
決
潰
す
れ
ば
利
根
の
濁
流
は
一
潟
千
里
､
最
短
距
離
で
あ
る
江
戸
に
向
つ
て
押
寄
せ
る
の
で
､

(7)

可
な
り
堅
固
に
維
持
さ
れ
'
明
治
廿
六
年
に
は
八
百
余
間
に
亘
っ
て
修
築
を
行
っ
た
程
で
あ
る
｣
､
｢本
堤
に
し
て

一
朝
決
潰
せ(8)

ん
か
､
地
勢
上
利
根
川
の
濁
水
は
直
ち
に
江
戸
を
衝
-
の
状
態
な
る
が
故
に
､
古
来
極
め
て
重
要
視
せ
ら
れ
た
る
所
｣
で
あ
る
､

と
い
う
よ
う
に
治
水

･
防
災
上
重
要
な
堤
防
で
あ
っ
た
｡

(Q,)

寛
永
元

(
一
六
二
四
)
年
以
来
弘
化
三

(
一
八
四
六
)
年
ま
で
に
､
こ
の
堤
防
の
決
濃
は
一
七
回
に
及
ん
だ
が
'
こ
の
権
現
堂

川
が
包
括
さ
れ
る
利
根
川
は
水
害
が
頻
発
し
､
そ
の
防
水
に
苦
心
し
た
O

数
々
の
洪
水
の
な
か
で
こ
と
に
は
げ
し
い
の
ほ
'
安
永
九

(
1
七
八
〇
)
年
､
天
明
三

(
1
七
八
三
)
年
､
天
明
六

(
l
七
八

六
)
､
享
和
二

(
一
八
〇
二
)
年
で
あ
る
｡
天
明
六

(
一
七
八
六
)
年
'
享
和
二

(
一
八
〇
二
)
年
の
洪
水
の
と
き
は
､
権
現
堂
川

堤
が
大
洗
壊
し
て
江
戸
市
中
に
及
ぶ
大
水
害
を
招
い
た
｡
幕
府
は
権
現
堂
堤
は
御
府
内
第

一
の
水
除
堤
で
あ
る
と
し
て
大
規
模
な

'1_I/

築
堤
工
事
を
施
工
､
な
か
に
は
堅
固
な
段
堤
を
築
い
た
箇
所
も
あ
っ
た
｡

土
木
学
会
編

『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
は
､
明
治
以
前
の
洪
水
は
そ
の
記
録
が
明
瞭
で
な
い
と
し
な
が
ら
､
つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
を
あ
げ
て
い
る
｡

寛
永
元

(
一
六
二
四
)
年
の
洪
水
は
八
月
四
日
で
'
古
利
根
川
お
よ
び
大
日
河
増
水
の
た
め
､
亀
有

･
葛
西
諸
相
よ
り
江
戸
の

139
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本
所

･
深
川
に
氾
濫
し
た
｡
宝
永
元

(
一
七
〇
四
)
年
に
古
利
根
川
猿
ケ
又
の
堤
防
が
決
壊
し
､
享
保
十
三

(
一
七
二
八
)
年
は

八
月
三
十
日
夜
よ
り
九
月
三
日
ま
で
暴
風
雨
の
た
め
に
洪
水
と
な
り
､
江
戸
の
被
害
は
甚
だ
し
か
っ
た
｡

寛
保

二

(
l
七
四
二
)
年
八
月
の
洪
水
は
全
国
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
､
八
月

1
日
よ
り
増
水
し
始
め
､
下
流
部
に
お
い
て
ほ

五
日
に
最
高
に
達
し
た
｡
水
位
は
平
水
位
以
上
七

･
八
尺
乃
至
二
〇
余
尺
で
､
堤
防
の
一
･
六
倍
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
､
荒
川
の

氾
濫
水
を
合
し
て
平
野

l
円
に
氾
濫
し
､
江
戸
市
中
を
衝
き
､
冠
水
の
深
い
所
は
二
〇
尺
に
達
し
た
と
い
う
O

天
明
六

(
7
七
八
六
)
年
の
洪
水
は
､
夏
期
の
気
候
寒
冷
で
'
七
月
十
日
よ
り
宗
雨
の
た
め
に
大
洪
水
と
な
り
､
権
現
堂
堤
は

破
堤
し
て
氾
濫
水
は
江
戸
に
及
ん
だ
O
十
三
･
十
四
日
頃
に
は
本
所
､
深
川
､
下
谷
､
浅
草
'
千
住
'
向
島
は
い
う
に
及
ば
ず
､

浅
草
観
音
堂
の
み
は
浸
水
し
な
か
っ
た
が
､
山
の
手
方
面
の
牛
込
'
小
石
川
の
低
地
を
浸
し
た
｡
冠
水
の
深
さ
は
､
石
切
橋
付
近

で
四
尺
､
小
塚
原
は
五
尺
､
平
井
､
請
地
､
亀
戸
付
近
は
一
〇
尺
～
一
五
尺
に
達
し
'
小
石
川
柳
町
､
戸
崎
町
附
近
低
地
の
家
屋

一

は
浸
水
の
た
め
崩
壊
し
た
｡
江
戸
川
橋
梁
の
流
失
,
目
白
山
下

･
愛
宕
山
及
び
諸
所
の
崖
崩
れ
､
新
大
橋
及
び
永
代
橋
の
一
部
の

138

流
失
と
な
っ
た
｡
十
八
･
九
日
頃
か
ら
降
雨
よ
う
や
-
や
み
､
減
水
に
向
か
っ
た
｡
こ
の
年
の
洪
水
は
明
治
以
前
に
お
け
る
最
大

l

の
惨
害
と
な
っ
た
が
､
そ
れ
は
天
明
三

二

七
八
三
)
年
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
る
降
石
砂

･
降
灰
に
よ
る
利
根
川
の
河
床
が
著

し
く
高
-
な
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
｡

弘
化
三

(
一
八
四
六
)
年
の
洪
水
は
､
五
月
下
旬
よ
り
六
月
下
旬
に
亙
っ
て
霧
雨
と
な
り
､
そ
の
た
め
に
六
月
二
十
日
頃
か
ら

洪
水
と
な
っ
た
o

〓

1尺
乃
至

l
八
尺
五
寸
の
増
水
で
､
二
十
七
日
午
後

l
〇
時
頃
よ
り
羽
生
領
の
利
根
川
右
岸
を
は
じ
め
と
し

=
､

て
､
川
俣

･
権
現
堂
等
の
堤
防
決
潰
に
よ
り
'
氾
濫
は
江
戸
を
襲
い
'
惨
害
を
与
え
た
｡
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第 2図

権現堂川決潰水害図

註

1)『治水』第 3号

1910年11月 6日

治水社 3ページ.

2)この図は権現堂

堤が決潰 した場合

に生ずる被害を過

去にあったことを

もとにした予想図

である.



三

近
世
の
水
制
法

(
こ

近
世
の
水
制
法

さ
て
､
こ
の
権
現
堂
堤
に
お
け
る
護
岸

･
水
制
工
の
一
つ
が
杭
出
し
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
､
こ
の
護
岸

･
水
制
工
に
つ
い
て
概

杭出し (小貝川)

土木学会編 『明治以前日本土本史』1936年 岩波書店 22ページ

∴
∵

観
し
ょ
う
｡

土
木
学
会
編

『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
は
河
川
工
事
に
お
け
る

護
岸
及
び
水
制
と
い
う
よ
う
に
､
両
者
を
区
分
し
て
い
る
が
､
護
岸

は
直
接
に
堤
防
を
防
護
す
る
も
の
'
水
制
は
水
の
流
れ
を
制
御
す
る

も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
､
両
者
は
密
接
に
関
連
し

て
い
て
明
確
に
は
区
分
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
｡

護
岸
に
は
､
法
覆
工
､
法
止
工
､
板
固
が
あ
る
と
し
て
い
る
｡
そ

し
て
､
法
覆
工
と
し
て
'
芝

･
柵

･
柳
枝

･
磯
掛

･
立
簡

･
石
張
な

ど
､
法
止
工
と
し
て
､
羽
口
工

･
詰
打
杭

･
杭
柵

･
枠

･
蛇
龍

･
右

横

･
捨
石
な
ど
､
根
国
と
し
て
､
蛇
寵

･
捨
石

･
牛
枠
類
､
を
あ
げ

て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
､
た
と
え
ば
蛇
龍
は
円
-
細
長
-
粗
-
編
ん
だ

龍
の
な
か
に
栗
石
や
砕
石
な
ど
を
詰
め
た
も
の
で
､
堤
防
を
保
護
す

る
｡水

制
工
で
あ
る
が
､
こ
れ
に
は
透
水
的
構
造
と
不
透
水
的
構
造
が

あ
る
､
と
し
て
い
る
｡

(8
)
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(9
)

不
透
水
的
構
造
物
は
､
石
出
し

･
寵
出
し
な
ど
で
､
｢集
塊
又
は
一
体
を
な
せ
る
｣
も
の
で
あ
る
｡
｢水
流
益
々
激
突
し
て
其
基

底
部
を
洗
掘
す
る
虞
｣
が
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
水
流
を
遮
断
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
､
そ
れ
に
懸
る
水
圧
は
き
わ
め
て
大
き
-
､

構
造
物
の
基
底
部
を
掘
り
唆
う
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
透
水
的
構
造
物
は
､
杭
工
､
牛
類
､
枠
類
で
､
こ
れ
は

｢流
水
に
抵
抗
す
る
事
な
-
､
且
つ
能
-
激
流
に
耐

ふ
る
｣
も
の
で
あ
る
D
す
な
わ
ち
､
流
水
を
遮
断
す
る
の
で
は
な
-
､
そ
れ
を
弛
め
る
も
の
で
あ
る
.
こ
れ
は
古
来
､
急
流
河
川

の
水
制
と
し
て
重
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
水
制
工
法
の
う
ち
､
杭
工
は
構
造
が
最
も
簡
単
で
原
始
的
で
あ
る
が
､
効
果
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
こ
れ

は
河
鹿
が
砂
地
の
場
合
に
は
適
す
る
が
､
河
鹿
が
砂
磯
で
あ
る
場
合
､
ま
た
水
深
が
大
き
い
場
合
に
は
適
さ
な
い
｡
こ
の
杭
工
を

改
案
し
､
変
形
し
て
造
り
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
が
各
種
の
牛
類
､
枠
叛
で
あ
る
｡
河
川
の
中
に
木
組
み
､
あ
る
い
は
木
枠
に

詰
石
を
行
な
い
､
こ
れ
に
よ
っ
て
水
勢
を
制
御
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
二
)
権
現
堂
堤
の
治
水

･
水
制
施
設

権
現
堂
川
の
洪
水
'
権
現
堂
堤
の
破
堤
は
､
遠
-
江
戸
市
中
ま
で
被
害
が
及
ぶ
が
､
な
に
よ
り
も
地
元
の
被
害
は
大
き
い
｡
｢権

現
堂
号
｣
と
い
う
特
集
の

『治
水
』
第
三
号
に
は
､
幸
手
町
役
場
調
査
に
ょ
る

｢権
現
堂
堤
水
害
考

権
現
堂
川
堤
既
往
切
所
箇

(13)

所
詞
｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
､
堤
防
沿
い
の
村
々
は
堤
防
決
壊
に
苦
し
ん
だ
O

例
え
ば
､
寛
保
二

二

七
四
二
)
年
の
破
堤
は
村
々
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
｡
こ
の
年
の

｢
八
月
朔
日
大
風

二
付
利
根
川
満

水
仕
､
同
二
日
夜
四
ツ
過
当
領
国
境
之
内
八
甫
村

･
松
石
村
井
惣
新
田
堤
三
ヶ
所
押
切
､
当
村
急
流
放
電
数
書
面
之
通
押
流
｣
さ

れ
た
Q
｢書
面
の
通
｣
と
は
､
上
告
羽
村
に
つ
い
て
の
､
｢高
四
百
八
十
九
石
三
斗
九
升
九
合

人
数
合
三
百
六
拾
五
人

内
男
百

九
拾
五
人

女
百
七
拾
人

此
家
数
六
拾
八
軒

流
家
五
軒

漁
家
拾
五
軒

立
家
四
十
八
軒

床
之
上
水
丈
七

･
八
尺
｣
､
他

135
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に
､
｢水
香
百
姓

人
数
合
四
拾
七
人

内
男
二
十
三
人

女
二
十
四
人

此
家
数
拾
五
軒

流
家
三
軒

漁
家
七
軒

立
家
九

軒

床
之
上
水
丈
七

･
八
尺
｣
'
と
い
う
記
述
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
上
舌
羽
村
は
八
三
軒
の
う
ち
'
流
失
し
た
も
の
八
軒
､
潰
れ

た
も
の
二
二
軒
で
､
残
り
五
七
軒
も

｢床
之
上
水
丈
七

･
八
尺
｣
で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
､
｢此
度
出
水

二
付
田
畑
之
儀

ハ
不
中
上
､

･pl:,

夫
食
不
残
当
分
才
大
勢
ノ
老
共
渇
命

二
罷
在
｣
､
と
い
う
状
況
と
な
っ
た
.
こ
の
翌
年
､
人
数
三
六
五
人
の
う
ち

〓

1八
人
は

｢御

吟
味

二
付
取
除
｣
き
､
残
り
二
四
五
人
の

｢此
度
夫
食
御
願
申
｣
し
出
た
が
､
｢右
者
去
戊
秋
出
水
二
付
田
畑
損
毛
仕
夫
食
所
持
不

叫収E

仕
侯
分
｣
で
あ
る
O

安
永
九

(
一
七
八
〇
)
年
の
洪
水
で
は
権
現
堂
堤
は

一
五
〇
間
が
破
鮭
､
人
家

一
〇
軒
が
流
失
し
､
七
町
歩
余
が
泥
沼
と
化
し

pil[

た
｡
堤
防
修
復
後
に
､
そ
こ
に
池
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
洪
水
に
よ
る
堤
防
破
壊
に
対
す
る
防
禦
が
図
ら
れ
て
い
た
｡
『治
水
』
第
三
号
に
は
､
天
保
四

(
一
八
三
三
)
年
の

＼-‥
＼

幸
手
領
の
村
々
に
命
じ
ら
れ
た
つ
ぎ
の
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

13 4

権
現
堂
川
通
り
堤
水
防

7

堤
長
五
千
九
百
八
十
四
間
二
尺

此
人
足
千
三
百
十
四
人

望
俵
五
千
三
十
六
俵

但
高
百
五
石
五
人
掛
十
軒
に
て
二
人
横

右
は
村
々
受
取
の
水
防
場
所
地
元
名
主
へ
篤
と
寄
置
可
申
侯

手
提
灯

但
人
足
十
人
に
付
1
張
宛

材
料

l
ケ
村
1
人
宛

堤
付
村
へ
人
足
割
付
詰
所
相
極
置
可
申
事
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(
‖
)

T

人
足
詰
候
は
'･,
其
場
所
の
名
に
て
着
到
可
致
事

1

水
防
人
触
付
よ
り
石
付
を
以
て
御
□
□
領
へ
触
廻
可
申
事

右
は
役
人
指
図
無
之
と
も
出
水
可
有
之
天
気
合
に
候
へ
ば
油
断
な
-
相
可
触
侯

右
間
数
並
に
人
足
防
き
場
所
割
は

但
し
防
人
足
鍬
､
土
持
寵
､
木
鎌
等
差
出

1
昼
夜
相
働
交
り
参
り
候
節
水
防
役
人
へ
断
り
中
上
相
替
可
申
供
事
共
役
人
居
合
せ
不
申
供

場
所
は
其
村
名
主
へ
指
図
請
替
可
候
､
妄
り
に
張
場
替
り
致
間
数
候
事

一

水
番
人
足
触
継
の
事

一
番
二
番
三
番
の
替
り
人
足
申
付
置
替
り
可
申
侯
事
刻
限
間
違
無
之
様
に
村
々
に
て
兼
て
申
合
せ
置
差
出
可

申
事

こ
の
よ
う
な
防
水
体
勢
を
と
る
が
､
権
現
堂
川
の
権
現
堂
堤
の
水
制
と
し
て
は
､
先
ず
､
先
に
乱
杭
を
打
ち
込
み
､
土
出
し
八

133

箇
所
を
設
け
､
平
時
､
空
俵
千
俵
､
縄
三
千
房
を
貯
え
て
い
㌔

E

平
素
の
村
人
の
関
わ
り
で
あ
る
が
､
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
､
本
村
株
の
名
主
儀
助
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
｡

こ
の
利
根
川
村
方
附
の
御
普
請
に
つ
い
て
は
､
村
内
の
五
つ
の
株
の
村
役
人
が

!
同
で
連
印
で
御
願
し
た
も
の
で
す

が
､
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
信
木
株
の
名
主
弥
右
衛
門
を
総
代
と
し
て
依
頼
し
て
あ
る
の
で
､
私
は
ま

っ
た
く
取

り
扱

っ
て
い
ま
せ
ん
｡
工
事
が
終

っ
た
と
き
ほ
か
に
見
廻

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
｡
平
素
の
見
廻
り
方
に
つ
い
て
も

お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
が
､
こ
れ
ま
で
平
素
見
廻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
出
水
の
と
き
は
村
役
人
が
出
て
見

廻
り
､
大
水
に
な
り
ま
し
た
ら

1
同
を
呼
び
集
め
水
防
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
O
出
水
の
と
き
見
廻
り
に
出
ま
し
て
も

水
位
が
高
-
､
工
事
箇
所
の
こ
と
は
総
代
の
弥
右
衛
門
に
任
せ
て
い
ま
す
の
で
､
坑
木
流
失
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
も
あ
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り
ま
せ
ん
｡

四

事
件
の
経
緯

(
こ

口
書
に
お
け
る
事
件
の
経
過

さ
て
､
こ
の
権
現
堂
川
の
上
音
羽
村
地
先
分
に
は
､
第
三
図
の
よ
う
な
水
制
施
設
が
あ
る
｡
こ
の
杭
出
し
の
坑
木
が
流
失
'
実

は

｢伐
取
り
｣
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
こ
と
の
経
過
は
､
隣
村
の
権
現
堂
村
の
名
主
吉
十
郎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

六
月
二
十

一
日

利
根
川
出
水

上
高
野
村
の
詰
所
よ
り
御
懸
り
が
見
廻
る
｡

七
月
十
日

水
量
が
半
分
-
ら
い
に
な
る
｡
堅
竹
水
除
四
箇
所
の
内
､
四
分
は
ど
流
失
し
て
い
た
O
そ
の
こ
と
を
御
役
所
に
行

き
'
届
け
出
た
O

そ
の
と
き
'
上
音
羽
村
へ
も
､
調
べ
て
届
け
る
よ
う
仰
せ
渡
さ
れ
た
O
帰
り
の
途
中
､
幸
手
宿
で
上
吉
羽
村
名
主
儀

助
の
父
甚
兵
衛
に
会
っ
た
の
で
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
｡

八
月
六
日

出
水

大
杭
出
し
の
内
の
長
さ
三
間

二
二
間
半

･
四
間
の
杭
木
二
十
五
本
が
流
失
し
た
O

八
月
十
二
日

(12
)

132
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第3因 州除善譜図

(13
)

出
水

大
杭
出
し
の
内
､
坑
木
十

一

本
流
失
｡

合
計
し
て
三
十
三
本
が
流
失
し
た
｡

ま
た
､
八
番
出
し
杭
木

二
本
流
失

し

た
｡

八
月
二
十

一
日

御
懸
り
大
竹
伊
兵
衛

･
小
池
勘
次
郎

様
名
で
､
内
国
府

～
権
現
堂
村

･
上
吾

羽
村
ま
で
ご
見
分
と
い
う
連
絡
が
上
戸

!

村
栄
書
よ
り
あ

っ
た
の
で
､
案
内

し

131

た
｡
以
上
の
よ
う
な
流
失
の
こ
と
を
報

一

告
し
た
が
､
取
り
合

っ
て
貰
え
な
か

っ

た
｡

八
月
二
十
三
日

移
戸
駅
に
火
附
盗
賊
改
落
合
長
門
守

様
の
御
魁
の
糸
賀
啓
助

･
小
川
八
右
衛

門
様
か
ら
呼
出
し
が
あ

っ
た
の
で
そ
こ

に
お

っ
た
｡
そ
の
帰
り
に
上
高
野
村
の

詰
所
の
前
を
通

っ
た
ら
､
そ
こ
に
上
音
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羽
村
の
村
役
人
が
大
勢
い
た
の
で
､
こ
と
の
わ
け
を
聴
い
た
と
こ
ろ
､
上
舌
羽
村
附
杭
木
流
失
の
こ
と
で
処
置
が
難
し

い
の
で
相
談
し
て
い
た
o
こ
の
杭
木
流
失
で
難
儀
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
た
が
､
伐
取

っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な

か

っ
た

｡

十

一
月
十
三
日

当
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
､
事
の
甑
末
そ
の
ほ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
問
が
あ

っ
た
｡

こ
の
上
吉
羽
村
の
坑
木
流
失
､
伐
り
取
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
-
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
普
請
所
の
用

木
に
似
寄
り
の
物
を
担
い
で
出
た
り
､
馬
に
つ
け
て
持
ち
運
ん
だ
り
､
売
買
し
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
こ
と
は
勿
論
､

噂

･
風
の
便
り
な
ど
も
聞
い
た
こ
と
は
な
い
｡

当
役
所
に
て
､
上
吾
羽
村
の
者
が
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
最
中
に
､

1
先
ず
先
に
帰
村
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
の

で
帰
り
'
お
糾
し
の
こ
と
に
つ
い
て
村
人

丁
同
に
糾
し
た
が
､
い
さ
さ
か
な
り
と
も
知

っ
て
い
る
者
は
な
か
っ
た
〇

七
月
十
日
に
､
名
主
儀
助
の
父
親
甚
兵
衛
が
私
用
で
幸
手
宿

へ
行
-
途
中
､
こ
の
舌
十
郎
に
行
逢

っ
た
｡
吉
十
郎
か
ら
､
上
吉

羽
村
の
杭
木
流
失
に
つ
い
て
調
べ
届
け
出
よ
と
い
う
役
所
の
懸
り
大
竹
伊
兵
衛
の
指
示
が
伝
え
ら
れ
た
｡
急
ぎ
帰
村
し
た
甚
兵
衛

は
儀
助
に
そ
れ
を
伝
え
た
｡
儀
助
は
そ
の
こ
と
を
書
面
を
も

っ
て
惣
代
の
弥
右
衛
門
に
伝
え
た
｡
弥
右
衛
門
の
倖
千
代
松
は
六
月

十
日
に
上
州
伊
香
保

･
草
津
へ
轡
瀬
株
の
名
主
嘉
津
馬
と

7
緒
に
病
気
療
養
に
出
か
け
'
前
日
帰
宅
し
た
ば
か
り
で
あ
る
｡
な

お
､
父
弥
右
衛
門
は
腫
物
が
で
き
て
い
て
よ
-
な
い
｡

以
下
は
こ
の
惣
代
弥
右
衛
門
の
件
の
千
代
松
の
対
応
で
あ
る
｡

七
月
十

一
日

(
14
)

130
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川
辺
に
行
き
､
流
失
の
数
を
調
べ
た
｡

七
月
十
二
日

上
高
野
村
の
御
詰
所
へ
弥
右
衛
門
が
届
け
出
る
｡
流
失
箇
所
が
分
ら
な
い
の
で
､
ど
の
出
し
で
何
本
流
失
し
た
か
を

取
調
べ
'
追

っ
て
書
き
出
す
よ
う
言
わ
れ
た
〇

七
月
十
二
日

権
現
堂
村
の
名
主
書
十
郎
の
件
が
来
る
｡
急
に
御
見
分
が
あ
る
の
で
来
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
が
､
弥
右
衛
門

は
腫
物
で
難
儀
し
て
お
り
'
か
わ
っ
て
千
代
松
が
行
-
O

普
請
の
時
の
箇
所
番
附
建
札
を
も

っ
て
案
内
し
た
が
､
水
位
が
高
-
て
分
ら
ず
'
ま
た
弥
右
衛
門
抜
き
で
も
あ
り
､

追

っ
て
取
調
書
を
提
出
す
る
よ
う
言
わ
れ
た
｡

一

早
急
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
'
弥
右
衛
門
の
腫
物
が
悪
-
､
看
病

･
介
抱
に
追
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

129

いた
｡

【

八
月

六

日
千
代
松
が
私
用
で
出
掛
け
た
幸
手
宿
の
本
陣
泉
産
直
七
宅
前
で
儀
助
の
父
甚
兵
衛
に
会
う
Q
甚
兵
衛
は
､
用
水
の
こ

と
で
上
高
野
村
の
詰
所
へ
行

っ
た
帰
り
で
､
大
竹
伊
兵
衛
様
か
ら
の
弥
右
衛
門

へ
の
伝
言
を
伝
え
た
｡
そ
れ
は
､
七
月

十
二
日
の
申
し
渡
し
を
早
急
に
行
な
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

八
月
七
日

千
代
松
が
見
廻

っ
た
が
､
四
日
の
嵐
で
増
水
し
て
い
て
､
見
え
な
い
杭
も
あ
り
､
見
分
で
き
な
か
っ
た
｡

八
月
八
日

こ
の
春
の
普
請
仕
度
惣
代
の
上
高
野
村
の
弥
右
衛
門
の
所

へ
行
き
､
普
請
箇
所
番
附
を
調
べ
､
場
所
を
見
廻

っ
て
吟
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味
し
た
｡
そ
の
結
果
､
壱
番
之
杭
出
し
の
杭
木
五
〇
本
､
長
さ
五
間
杭
二
四
本
､
四
間
半
の
杭
木
二
六
本
､
残
ら
ず
流

失
､
大
出
し
向
枕
木
五
〇
本
の
う
ち
二
〇
本
､
大
出
し
羽
口
留
坑
木
五
〇
本
の
う
ち
二
本
が
流
失
と
見
て
と
れ
た
O
こ

れ
は
六
月
八
日
､
七
月
四
日
の
二
度
の
風
雨
で
権
現
堂
川
が
出
水
し
て
流
失
し
た
こ
と
を
取
調
べ
'
書
付
に
て
お
届
け

し
た
と
こ
ろ
､
｢快
惰
｣
次
第
､
船
に
て
ご
見
分
が
あ
る
と
い
う
伊
兵
衛
様
か
ら
の
仰
せ
渡
し
が
あ

っ
た
｡

八
月
二
十

一
日

内
国
府
間
村
か
ら
権
現
堂
村
､
上
舌
羽
村
ま
で
ご
見
分
が
あ
る
旨
が
上
戸
村
の
栄
書
よ
り
言

っ
て
き
た
｡
弥
右
衛
門

は
ま
だ
病
気
な
の
で
千
代
松
が
出
て
案
内
し
､
見
分
を
受
け
た
｡
詰
所
ま
で
来
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
､
行

っ
て
控
え
て

い
た
ら
､
栄
喜
､
小
左
衛
門
よ
り
つ
ぎ
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
｡
つ
ぎ
の
こ
と
と
は
､
伊
兵
衛
様
よ
り
､
親
の
代
か
ら

権
現
堂
川
見
廻
り
役
を
つ
と
め
て
い
る
栄
善
､
取
用
取
次
触
継
役
を
勤
め
て
い
る
才
羽
村
の
名
主
小
左
衛
門
に
上
吉
羽

一

村
の
流
失
届
書

へ
押
印
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
が
､
二
人
は
堅
-
断

っ
た
と
こ
ろ
､
何
か
心
当
り
の
こ
と
が
あ
る
の

128

で
あ
ろ
う
か
ら
押
印
は
し
て
は
い
け
な
い
,
な
お
,
上
告
羽
村
を
穿
整
し
取
り
調
べ
る
べ
-
申
し
つ
け
ら
れ
た
､
と
い

l

う
こ
と
で
あ
る
｡

千
代
松
は
早
速
帰
宅
､
夜
に
な

っ
て
い
た
が
､
病
気
の
小
七
株
の
五
郎
兵
衛
を
除
-
､
本
村
株
儀
助
､
轡
瀬
株
嘉
津

馬
､

一
ツ
谷
株
藤
兵
衛
の
名
主
と
千
代
松
が
集
り
'
御
察
当
の
趣
旨
を
申
し
聞
か
せ
た
が
､
将
が
明
か
な
か
っ
た
o
明

日
へ
現
地
を
見
廻
り
'
調
べ
る
こ
と
を
決
め
た
｡

八
月
二
十
二
日

四
人
で
川
へ
行
き
､
見
廻
り
調
べ
た
が
､
水
位
が
高
-
て
流
失
と
し
か
見
ら
れ
ず
､
他
に
杭
木
が
減
少
し
て
い
る
か

ど
う
か
仔
細
は
分
ら
な
か
っ
た
｡
そ
の
旨
を
詰
所
に
参
り
お
届
け
し
た
と
こ
ろ
､
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
相
済
ま
な

い
､
明
日
､
朝
八
時
ま
で
に
各
棟
の
三
役
人

丁
同
出
頭
せ
よ
､
と
言
わ
れ
た
o

(16
)
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八
月
二
十
三
日

五
株
の
村
役
人

一
四
人

一
同
揃

っ
て
出
頭
し
た
｡
そ
こ
で
大
竹
伊
兵
衛
様
が
､
こ
れ
ま
で
こ
の
杭
木
の
減
少
の
仔
細

を
千
代
松
に
質
さ
れ
た
が
､
千
代
松
は
流
失
と
の
み
申
し
立
て
'

1
向
分
ら
な
い
､
と
答
え
た
と
こ
ろ
､
大
竹
伊
兵
衛

様
よ
り
こ
の
度
の
こ
と
は
､
流
失
と
ば
か
り
で
は
な
い
の
に
､
流
失
と
は
何
事
か
｡

1
同
は
仔
細
と
存
じ
な
い
の
で
答
に
困
っ
た
が
､
上
戸
村
の
栄
喜
､
上
高
野
村
の
名
主
佐
五
右
衛
門
に
こ
の
取
り
扱

い
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
｡
こ
の
二
人
か
ら
､
こ
れ
は

一
通
り
で
は
済
ま
な
-
､
よ
-
相
談
し
て
申
し
あ
げ
る
よ
う
に
､

伐
取

っ
た
者
が
い
る
と
い
う
噂
も
あ
る
､
と
言
わ
れ
た
｡

一
同
は
驚
き
､
そ
こ
を
恐
れ
退
き
帰
り
､
五
郎
兵
衛
宅
に
集
り
､
村
中
に
こ
こ
に
急
い
で
集
ま
る
よ
う
に
触
れ
を
出

し
､
村
内
残
ら
ず
寄
り
合

っ
た
｡
そ
こ
で
尋
ね
た
が
､
杭
木
減
少
の
仔
細
を
知
る
者
は

i
<
も
い
な
か
っ
た
O
多
-
の

l

坑
木
の
減
少
で
お
か
し
い
と
は
思
う
が
､
伐
取

っ
た
こ
と
を
聞
い
た
も
の
は

一
人
も
い
な
い
O
ど
う
も
お
答
え
し
よ
う

1

が
な
い
｡
し
か
し
､
村
を
救
う
た
め
に
ご
入
用
を
も

っ
て
普
請
し
て
-
だ
き

っ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
,
村
入
用
を

】

以
て
､
枕
木
を
足
し
､
も
と
の
よ
う
に
補
修
し
'
お
憐
態
を
い
た
だ
き
沙
汰
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
話
し
合
い
､
こ

の
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

八
月
二
十
四
日

千
代
松
ほ
か
が
､
こ
の
村
入
用
を
も

っ
て
補
う
と
い
う
嘆
願
書
を
詰
所
に
提
出
し
た
が
'
そ
れ
は
受
理
し
て
貰
え
な

か
っ
た
｡
受
理
し
な
い
と
い
う
印
形
を
貰

っ
た
｡

八
月
二
十
六
日

そ
の
こ
と
を
御
役
所
に
届
け
出
た
｡
見
廻
り
方
を
改
め
る
よ
う
言
わ
れ
た
｡

十
月
五
日
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来
春
の
御
普
請
に
あ
た
り
､
計
画
を
立
る
に
あ
た
り
､
五
郎
兵
衛
と
千
代
松
が
案
内
し
た
が
'
先
日
よ
り
水
が
減
り

壱
番
之
杭
出
し
の
所
を
見
た
と
こ
ろ
､
伐
取
跡
が
残
る
株
が
見
え
た
O
今
ま
で
は
真
偽
が
定
か
で
な
か
っ
た
が
､
こ
れ

を
見
て
仰
天
し
た
｡

十
月
七
日

夜
､
野
村
幸
右
衛
門
様
が
出
役
｡
村
役
人

･
小
前
の
者

一
同
引
き
立
て
呼
び
出
し
を
受
け
､
取
調
べ
が
行
わ
れ
た
｡

(
二
)
事
件
の
展
開

こ
の
杭
木
流
失
事
件
は
､
杭
木
伐
取
事
件
へ
と
展
開
す
る
が
､
取
り
調
べ
の
な
か
で
､
四
人
の
百
姓
が
流
木
を
引
き
あ
げ
て
そ

れ
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ら
が
明
ら
か
と
な
っ
た
Q
そ
の
四
人
と
は
本
村
株
百
姓
卯
之
助
､
信
木
株
百
姓
代
沢
右

[

衛
門
'
信
木
株
百
姓
書
助
､
小
七
株
定
吉
で
､
堤
外
畑
へ
野
良
仕
事
に
行

っ
て
い
た
と
き
､
四
人
で
地
先
を
流
れ
て
い
た
材
木
を

126

引
き
あ
げ
､
後
日
､
そ
れ
を
轡
瀬
株
百
姓
伝
五
郎
､
同
じ
-
利
兵
衛
の
二
人
が
そ
の
売
却
を
行
な
っ
た
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

】

そ
の
経
過
を
四
人
の
う
ち
の
l
入
沢
右
衛
門
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
O

六
月
下
旬
の
頃
､
私
は
村
方
の
堤
外
野
流
作
場
に
農
業
を
L
に
行

っ
た
と
こ
ろ
'
そ
こ
に
は
同
じ
信
木
株
の
百
姓
害
助
､

本
村
株
百
姓
卯
之
助
､
小
七
株
百
姓
定
吉
も
同
じ
よ
う
に
農
業
を
L
に
来
て
い
ま
し
た
O

中
休
み
の
と
き
､
四
人
で
附
津
へ
行

っ
て
川
の
水
を
見
て
い
た
ら
'
材
木
が
九
本
流
れ
寄

っ
て
き
ま
し
た
の
で
､
そ
れ
を

繋
ぎ
留
め
て
置
き
ま
し
た
｡
そ
れ
が
坑
木
で
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
､
水
が
少
な
-
な
っ
て
砂
場
に
引
き
上
げ
た
と

こ
ろ
､
長
さ
二
､
三
間
程
と
も
み
え
ま
し
た
が
､
二
間
余
り
で
し
た
で
し
ょ
う
か
､
杉
丸
太
二
本
､
櫓
丸
太
七
本
で
し
た
｡

菩
助
'
卯
之
助
､
定
吉
の
三
人
は
私
と
同
様
の
困
窮
人
で
､
妻
子
の
食
物
に
も
さ
し
つ
か
え
が
あ
る
状
態
で
す
の
で
､
こ

(
18
)
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の
材
木
を
売
り
渡
し
て
､
麦
割
に
で
も
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
o

そ
の
後
､
卯
之
助
は
関
宿
に
行
き
ま
し
た
｡

七
月
の
六
､
七
日
の
頃
で
し
た
か
'
卯
之
助
以
外
の
三
人
で
そ
の
場
所
へ
農
業
を
L
に
行

っ
た
と
き
に
､
そ
こ
に
轡
瀬
株

の
伝
五
郎
と
利
兵
衛
が
同
所
へ
農
業
を
L
に
き
ま
し
た
｡
そ
こ
で
二
人
に
持

っ
て
い
る
材
木
を
処
分
し
た
い
旨
を
話
し
た
と

こ
ろ
､
買
い
受
け
て
い
い
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
､
麦
割
と
で
も
引
き
替
え
て
-
れ
る
よ
う
に
話
し
ま
し
た
が
､
雑
穀
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
｡
そ
こ
で
代
金
に
見
積
る
こ
と
に
し
ま
し
て
､

一
本
三
〇
〇
文
ず
つ
九
本
で
合
せ
て
二
貫
七
〇
〇

文
で
売
り
渡
し
ま
し
た
｡

こ
の
代
金
を
伝
五
郎
よ
り
定
吉
が
受
け
取
り
､
定
吉
か
ら
喜
助
と
私
の
二
人
に
受
け
取

っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

三
人
で
相
談
を
し
て
四
つ
割
に
し
て
､
定
吉
､
喜
助
'
そ
し
て
私
が
そ
れ
ぞ
れ

一
人
分
六
七
二
文
づ
つ
受
け
取
り
､
卯
之
助

は
留
守
中
で
あ
る
け
れ
ど
も
当
初
の
約
束
で
あ
り
､
家
族
に
渡
し
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
､
尋
問
中
､
手
錠
を
は
め
ら
れ
ま
し
た
が
､
ま
こ
と
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
｡

こ
の
こ
と
で
す
が
､
何
度
ご
尋
問
が
あ
り
ま
し
て
も
､
伐
取
は
決
し
て
し
て
い
ま
せ
ん
｡

し
か
し
､
私
が
し
た
こ
と
で
す
が
､
窮
ま
り
果
て
た
と
は
い
え
ど
も
､
ど
こ
の
物
と
も
分
ら
な
い
の
に
､
み
だ
り
に
そ
れ

を
引
き
あ
げ
､
役
元
へ
も
無
断
で
勝
手
に
売
り
払

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
こ
の
度
､
村
地
先
の
防
水
工
事
箇
所

一
番
の
坑
木

五
〇
本
が
す
べ
て
無
-
な
り
､
内
四
六
本
は
伐
取

っ
た
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
､
怪
し
い
と
お
思
い
に
な
る
折
柄
で
あ

り
､
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
が
､
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
も
知
ら
ず
に
､
生
活
困
難
で
朝
夕
の
食

事
に
も
差
し
支
え
る
状
況
な
の
で
､
僅
か
で
は
あ

っ
て
も
妻
子
の
食
べ
物
の
助
け
に
し
た
い
l
途
に
思

っ
て
の
こ
と
で
す
O

他
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

こ
の
こ
と
の
他
は
､
怪
し
い
材
木
な
ど
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
ま
た
そ
の
よ
う
な
物
を
持
ち
運
び
を
見
た
り
､
問
い

12 5
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た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

似
寄
り
の
物
を
取
り
扱

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
O
村
役
人
か
ら
乱
さ
れ
て
知
り
ま
せ
ん
と
答
え
ま
し
た
が
､
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
察
し
あ
て
ら
れ
ま
し
た
が
､
お
答
え
申
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
O
そ
れ
に
私
は
村
役
の
百
姓
代
も
し
て
い
る
の

に
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
申
し
あ
げ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
の
で
､
ど
の
よ
う
な
お
沓
め
で
あ
り
ま
し
て
も

1
1116
も
申
し
上
げ
ず
に
お
受
け
い
た
し
ま
す
O

以
上
は
､
材
木
を
引
き
あ
げ
､
売
り
払

っ
た
四
人
の
う
ち
の
一
人
､
沢
右
衛
門
の
供
述
で
あ
る
が
'
沢
右
衛
門
が
村
役
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
の
口
上
の
部
分
を
除
い
て
､
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
が
ら
の
経
緯
は
､
定
吉
､
喜
助
の
そ
れ
も
同
じ
で
あ
る
｡

五

村
人
の
生
活

(
こ

口
書
に
お
け
る
村
人
の
状
況

こ
こ
に
供
述
を
し
た
者
の
1
覧
は
第

l
表
の
よ
う
に
な
る
｡

ま
ず
､
所
持
石
高
が
大
き
-
､
村
役
を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
上
層
の
者
の
平
素
の
状
況
'
こ
の
事
件
前
後
の
様
子
を
み
よ

入ノ
0

｢私
は
今
年
は
腹
痛

･
発
熱
で
､
六
月
十
日
に
村
を
出
発
し
て
､
上
州
伊
香
保

･
草
津
温
泉
に
治
療
の
た
め
に
出
か
け
'

七
月
九
日
帰
宅
し
ま
し
た
｣

(轡
瀬
株

名
主

嘉
陣
馬

二
十
九
歳
)
0

｢私
は
も
と
も
と
'
の
ぼ
せ

･
寒
さ
で
難
儀
し
て
い
て
､
六
月
十
日
に
出
発
し
､
上
州
伊
香
保

･
草
津
へ
'
轡
瀬
株
の
名

(
20
)
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7斗余 女房 男子 2 4人暮

農間余業二大工渡世朕得共､去申年稀成凶作二両難渋□□柄二付一向

職分無御座候｡

素3困窮者､別而引詰 l)今ヲ漸々遣 l)罷在候

小七株

名主 五郎兵衛 45歳 21石7斗 0升 1合

父 伯母 女房 男子3 女子2 下男2 下女 1 12人暮

与頭 書兵衛 22歳 6石 7斗5升 母 女房 妹 1 弟3 7人暮

百姓代 幸三郎 55歳 10石 女房 男子3 娘 1 6人暮

百姓 定吉 35歳 2石余 母 女房 女子2 5人暮

農間之余業二素麺掠江商仕侯得共､家内多困窮者二御座候之上去申年

遺作米値段格別こ高直之芸当麦作相応に奉存侯処左程之葺無御座候｡

米払底故麦茂高値二御座候｡麦者不出来二御座候故商売引合不申殆之

暮方二差支当惑至候仕合二御座候｡

百姓 祐右衛門 33歳

農間之余業二牛馬之売買任侠得共､四月二日b家内中流行之疾病相煩

漸々八月二至 1)快方任侠二付､農業二茂不駆出牛馬之渡世モ引込寵在

侯二付-･

百姓 幸吉 34歳

農間之余業二木挽キ渡世任侠｡

六月十五日下総国桐ケ作村江金四拾両余之山ヲ受取罷越木挽稼仕八月

廿八日帰宅仕､九月朔日又供蘭越同十日二帰宅仕侯､又々九月廿一日

二蘭越申供而木挽稜仕罷在侯､尤よ巧逗留二罷越侯節帰宅任侠節其都

度々々役元江断申侯｡然ル処十月八El当御役所より御召出之趣二而迎

ひ参 り侯間不取敢帰村仕､-

轡瀬株

(名主)嘉津馬 29歳 59石9斗 9升 9合

父 女房 男子 1 弟 1 妹2 下男2 下女2 11人暮

当年者栢病疫気二付六月十日村方出立仕上州伊香保 ･草津温泉江為療

治罷越七月九日帰宅仕供

与頭 要右衛門 29歳 10石3斗3升 1合

祖父母 伯父 女房 男子2 妹 8人暮

六月下旬暑気中二より流行之疫邪相煩悪気発熱御座候二付取越臥在､

近々熱気強ク浮され何事茂前後取留相覚江供ギ無御座候､漸々八月下

旬二至 り快気任侠

魁頭 九右衛門 28歳 13石余 母 女房 女子 4人暮

百姓代 利右衛門 31歳 13石5斗3升 9合 母 女房 男子2 女子 6人暮

権現堂村

名主 舌十郎

-123-
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第 1表 口書にある者の一覧

本村株

名主 儀助 22歳 29石 5斗 3升5合 祖母 父 女房 弟 ･妹 3 7人暮

当夏中農業ニセ話敷隙無御座候間余事老不致常在供

与頭 甚平 54歳 4石 2斗 3升 8合 母 女房 男子 3 6人暮

百姓代 兵藤 49歳 4石余 男子 2 女子 2 5人暮

展開之余業二大工渡世侯得共､当時者農業而己仕居.

女房大病二而当夏死亡仕､･･

百姓 勘垂郎 51歳

当時隠居仕罷在何事茂差構不申一向不存

枠益右衛門芸村役茂相勤メ罷在候得共､･. ･､八月廿三日夜益右衛

門変死二付急参会触来 り倶得共罷出不軒 ･-･

勘垂郎倖米蔵 23歳
益右衛門の弟

百姓 六治郎 20歳

農間之余業二市場或者神仏縁 日二焼鰻頭ヲ商ひ仕候

百姓 留五郎 46歳

百姓文治郎伯父 文治郎未夕幼年二御座候間､私糞後見仕罷在侯

素b困窮者二御座候

農間之余業こ馬士渡世仕､権現堂河岸江毎日罷出送荷稼ホ任侠

百姓 勘重郎* 48歳 *勘蔵か

余業者無御座候

百姓 乙松 25歳
農間之余業二大工渡世候得共､近来新規普請ホ々仕供養無御座候｡柱

ホ之様之物取扱候葺無御座候

六月三 日より疾癒押込､其上流行の疾病相常在候間何方江茂罷出不申

候.七月上旬全快仕候

信木株

名主 弥右衛門

〔件〕千代松歳 30歳

私養老一鉢逆上寒強難葺至極仕侯二付､六月七 El出立､上州伊香保､

草津江轡瀬株名主嘉陣馬同道仕温泉江罷越薬湯仕､七月九日夜帰宅仕

候処､-

与頭 辰五鮮 10石8斗 9升 3合

煩こ付同人倖

平治郎 19歳 父 母 女房 男子 1 5人暮

百姓代 沢右衛門 38歳 1石 7斗 女房 男子 2 女子 5人暮

素8困窮者 展開之余業二綿打ヲ仕候得共､去申年之連作こ而打侯品

物無御座候而商売誠二隈二御座候

三ヶ年己前 b病身三相成､病気持病相成相勝 レ不申､殊二去申達作二

付誠二以必至二而困窮仕､妻子露命漸取杭帝在候年柄二而困窮仕罷在

侯
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(23
)

主
嘉
津
馬
と
も
に
､
温
泉
に
行
き
､
薬
湯
し
､
七
月
九
日
夜
帰
宅
し
ま
し
た
｣

(信
木
株

名
主

弥
右
衛
門
)

こ
の
両
人
を
含
め
､
所
持
石
高

一
〇
石
以
上
の
者
､
要
右
衛
門
､
平
治
郎
､
儀
助
'
嘉
陣
馬
､
五
郎
兵
衛
､
九
右
衛
門
､
利
右

衛
門
､
書
三
郎
の
八
人
に
は
農
間
余
業
の
記
載
や
困
窮
状
況
の
記
述
は
ま
っ
た
-
な
い
O

嘉
津
馬
家
は
所
持
石
高
は
ほ
ぼ
六
〇
石
で
あ
る
｡
下
男
､
下
女
各
二
人
､
合
計
四
人
の
年
季
奉
公
人
が
あ
り
､
家
族
労
働
力
に

加
え
て
農
業
を
行
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
､
小
作
に
か
な
り
出
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
D
六
月
上
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
1

か
月
温
泉
療
養
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡

小
七
株
の
名
主
五
郎
兵
衛
は
二
1
石
七
斗
ば
か
り
を
所
持
す
る
が
､
下
男
二
人
､
下
女

l
人
､
合
計
三
人
の
年
季
奉
公
人
が
あ

る
｡本

村
株
の
名
主
の
儀
助
は
､
｢私
は
こ
の
夏
中
､
農
業
で
忙
し
-
､
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
､
他
の
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で

一

し
た
｣
､
と
い
っ
て
い
る
｡
儀
助
の
所
持
石
高
は
二
九
石
五
斗
三
升
五
合
で
､
田
畑
面
積
に
し
て
お
お
よ
そ
二
町
数
反
歩
ほ
ど
で
あ

121

ろ
う
か
,
家
族
は
祖
父
,
父
､
女
房
,
弟
､
妹
と
本
人
の
七
人
で
あ
る
｡
下
男

･
下
女
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
の
で
､
年
季
奉

l

公
人
は
い
な
い
｡
家
族
労
働
力
で
は
有
余
る
耕
地
で
あ
り
､
あ
る
い
は
小
作
に
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
､
農
業
に
勤
勉
に
勤
し

む
家
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
､
所
持
石
高
が
小
さ
い
小
前
の
者
の
状
況
を
み
よ
う
｡

｢私
は
農
業
の
合

間
に
市
場
あ
る
い
は
神
社

･
お
寺
の
縁
日
に
焼
鰻
頭
を
商

っ
て
い
ま
す
｣

(六
治
郎

二
十
歳
)
｡

｢私
は
農
業
の
合
間
に
牛
馬
の
売
買
を
し
て
い
ま
す
o
L
か
し
､
四
月
二
日
よ
り
家
内
中
流
行
の
病
に
罷
り
､

八
月
に

な
っ
て
よ
く
な
り
ま
し
た
｡
し
た
が
っ
て
､
そ
の
間
､
農
業
に
も
従
事
せ
ず
､
牛
馬
売
買
の
仕
事
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
｣
(祐
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右
衛
門

三
十
三
歳
)0

｢私
は
農
業
の
合
間
に
木
挽
を
し
て
暮
し
を
立
て
て
い
ま
す
｡
六
月
十
五
日
に
下
総
国
桐
ケ
作
村
へ
行
き
ま
し
た
｡
金
四

〇
両
余
の
山
を
引
き
受
け
､
木
挽
稼
ぎ
を
す
る
た
め
で
す
〇
八
月
二
十
八
日
に
帰
宅
し
ま
し
た
｡
九
月

1
月
に
ま
た
そ
こ
へ

出
か
け
､
十
日
に
帰
宅
し
ま
し
た
｡
九
月
二
十

一
日
に
ま
た
ま
た
出
か
け
て
木
挽
稼
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
｡
十
月
八
日
御
役

所
か
ら
の
出
頭
の
こ
と
に
つ
い
て
の
迎
え
が
あ

っ
た
の
で
帰
村
し
ま
し
た
｣
(幸
吉

三
十
四
歳
)0

｢私
は
女
房
と
子
供
三
人
､
五
人
家
族
で
す
Q
石
高
は
l
石
七
斗
で
､
も
と
も
と
貧
窮
者
で
す
｡
農
業
の
傍
ら
､
綿
打
ち

を
し
て
い
ま
す
が
､
去
年
は
出
来
が
悪
く
､
綿
打
ち
す
る
物
が
な
-
て
､
仕
事
は
少
な
-
な
り
ま
し
た
｡
三
年
前
か
ら
病
身

と
な
り
'
『療
気
』
持
病
と
な
り
､
健
康
勝
れ
ま
せ
ん
｡
殊
に
昨
年
の
不
作
に
ょ
っ
て
本
当
に
困
窮
の
極
み
と
な
り
､
妻
子
の

命
を
な
ん
と
か
つ
な
い
で
い
る
と
い
う
貧
窮
の
状
況
で
す
｣
(沢
右
衛
門

三
十
八
歳
)｡

一

｢私
は
､
家
族
は
母
,
女
房
､
子
供
二
人
で
､
五
人
暮
し
で
す
｡
所
持
石
高
は
二
石
余
で
す
｡
農
業
の
合
間
に
素
麺
を
つ

120

-
り
売

っ
て
い
ま
す
｡
家
族
が
多
-
困
窮
し
て
い
ま
す
が
､
そ
の
上
に
去
年
の
凶
作
で
米
の
値
段
が
非
常
に
高
値
と
な
り
ま

l

し
た
｡
麦
作
は
よ
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
､
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
米
が
な
-
な
っ
た
の
で
､
麦
も
高
値
に
な

り
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
麦
も
不
作
な
の
で
商
売
は
引
き
合
い
ま
せ
ん
｡
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
生
活
に
差
し
っ
か
え
､
大
変

困
っ
て
い
ま
す
｣
(定
吉

三
十
五
歳
)O

｢私
は
文
治
郎
の
伯
父
で
す
｡
文
治
郎
は
ま
だ
幼
年
で
す
の
で
'
私
が
後
見
人
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
も
と
も
と
か
ら
困
窮

者
で
す
｡
農
業
の
合
間
に
馬
方
を
し
て
暮
し
て
い
ま
す
｡
権
現
堂
河
岸
へ
毎
日
行
き
､
荷
物
運
び
を
し
て
稼
ぐ
な
ど
し
て
い

ま
す
O
-
…
｣
(留
五
郎

四
十
五
歳
)｡

｢私
は
農
業
の
合
間
に
大
工
を
し
て
暮
し
て
い
ま
す
｡
し
か
し
､
こ
の
頃
は
新
規
の
普
請
な
ど
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
｡
柱
な
ど
の
よ
う
な
物
を
取
り
扱
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
六
月
三
日
か
ら

『疾
癒
』
(ほ
れ
も
の
)
に
襲
わ
れ
､
そ

(
24
)
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第 2表 上告羽村所持石高戸数の推移

1804年 1807年 1819年 1867年 1870年
(文化元) (文化4) (文政 2) (慶応 2) (明治 3)

2( 2.8) 1( 1.4) 0(0) 7(10.1) 7( 8.8)

16(22.5) 16(22.9) 15(22.1) 14(20.3) 18(22.5)

23(32.4) 22(31.4) 25(36.7) 29(42.0) 32(40.0)

16(22.5) 17(24.2) 17(25.0) ll(15.9) 9(ll.3)

9(12.7) 9(12.9) 5( 7.4) 4( 5.7) 10(12.5)

3( 4,2) 4( 5.7) 5( 7.4) 1( 1.4) 1( 1.3)

1( 1.4) 0(0) 0(0) 2( 2.9) 1( 1.3)

0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 1( 1.3)

1( 1.4) 1( 1.6) 1( 1.4) 0(0) 0(0)

0(0) 0(0) 0(0) 1( 1.4) 1( 1.3)

71(100,0) 70(100.0) 68(100.0) 69(100.0) 80(100.0)

註 1)各年度の 『宗門人別改帳』より作成

(25
)

の
う
え
に
流
行
の
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
､
ど
こ
へ

も
行
-
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
七
月
上
旬
に

な
っ
て
全
快
し
ま
し
た
｣
(乙
松

二
十
五
歳
)｡

｢私
は
'
女
房
が
昨
年
夏
に
大
病
で
死
に
ま
し
て
､

い
ま
は
子
供
四
人
と
の
五
人
暮
し
で
す
｡
石
高
は
四
石

余
り
所
持
し
て
い
ま
す
｡
農
業
の
合
間
に
大
工
を
し
て

暮
し
て
い
ま
す
O
こ
の
事
件
の
と
き
は
農
業
を
し
て
い

ま
し
た
｣
(兵
藤

四
十
九
歳
)O

｢私
は
､
所
持
石
高
は
七
斗
ば
か
り
で
､
家
族
は
女

一

房
､
子
供
二
人
で
,
五
人
暮
し
で
す
｡
農
業
の
合
間
に

119

大
工
を
し
て
暮
し
て
い
ま
す
｡
し
か
し
昨
年
は
稀
な
る

F

凶
作
で
難
渋
し
て
い
る
折
柄
'
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
O

も
と
も
と
の
困
窮
者
で
あ
り
､
本
当
に
行
き
づ
ま
っ
て

い
て
､
な
ん
と
か
遣
り
繰
り
し
て
い
ま
す
｣
(喜
助
)

こ
こ
に
は
村
民
の
な
か
に
か
な
り
大
き
い
階
層
差
が
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡

(
二
)
村
人
の
生
活

第
二
表
は
こ
の
上
舌
羽
村
の
村
人
の
所
持
石
高
の
階
層
別
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構
成
の
推
移
を
示
す
｡
ご
-
お
お
ま
か
に
は
､
幕
末
期
に
無
高
層
が
多
-
な

っ
て
い
る
こ
と
､
五
石

～
一
〇
石
層
が
減
少
し
て
､

そ
れ
以
下
の
階
層
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
へ
最
大
六
〇
石
を
含
む
大
規
模
層
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と

､
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
｡
こ
の
事
件
の
あ

っ
た
天
保
八

(
l
八
三
七
)
年
に
は
こ
の
よ
う
な
階
層
分
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

残
さ
れ
た
文
書
の
な
か
に
あ
る

『天
保
十
年

小
七
株

勇
右
衛
門

･
定
吉

中
追
放
控
』
と
い
う
も
の
は
､
中
追
放
を
受
け

た
者
の
家
財
目
録
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
o

表
紙
に
は
小
七
株
の
勇
右
衛
門
と
定
舌
と
な

っ
て
い
る
こ
の
書
類
の
中
身
は
卯
之
助
､
勇
右
衛
門
に
つ
い
て
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
｡

御
請
書
之
事

T

当
所

1
件
於
御
奉
行
所
様
奉
懸
御
吟
味
之
上
卯
之
助
中
追
放
被
仰
付
侯

二
付
荏

御
地
頭
所
様
為
御
検
便
与
麻
生
七
兵
衛
様

･
佐
藤
竜
次
様
御
越
被
成
､
家
財
不
残
御
改
メ
封
之
上
御
預
ケ
被
仰
承
知
奉

畏
候
｡
巌
合
二
而
昼
夜
代
合
無
落
度
相
守
可
申
候
o
若
不
時
之
葺
於
有
之
者
如
何
様
之
御
仕
置
被
仰
付
供
与
も

三
1D
之

(26
)
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申
開
無
御
座
候
｡
依
而
御
受
書
如
件

天
保
十
亥
年

正
月
四
日

武
州
葛
飾
郡

上
舌
羽
村

右
魁
合

同

卯
之
助
家
財
左
之
通
り

麻
生
七
兵
衛
様

佐
藤
竜
次
様

名 組
主 頭 同 同 同 同

寓
五
郎

六治
郎

孫

右

衛

門

留
五
郎

乙

松

喜

六

甚

平

儀

助

117

一

家
南
向

二
而
掘
立
同
様
九
尺
武
間

一

灰
屋
雪
隠
掘
立

竃
壱

つ

屠
延
壱
畳

杵
壱
本

釜
壱
つ
但
し
四
升
焚

鍬
壱
挺

障
子
武
本

但
東
西
六
間

南
北
武
間

四
万
四
尺

小
鍋
壱
つ

鎌
壱
挺

戸
四
本

薬
く
わ
ん
壱

つ

白
壱
つ

水
桶
壱
つ
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石
挽
臼
壱
つ

一

屋
敷
六
畝
拾
武
歩

高
七
斗
四
合

御
水
帳
面
嘉
右
衛
門
名
所

1

家
掘
建

二
而
東
向
武
間

二
三
間

勇
右
衛
門
家
財
左
之
通
り

則
屋
舗
但
東
西
六
間

南
北
十
五
間

7

物
置
武
間

1二
二
間
南
向
但
シ

内
武
間
四
方
之
板
敷
有

木
戸
武
本
'
前
通
り
戸
六
本

f

馬
家
武
闘

二
四
間

竃
壱
口

釜
壱
つ
但
し
武
升
焚
位

小
鍋
壱
つ

116

松
白
壱
つ

杵
壱
本

鎌
武
挺

水
桶
壱
つ

屠
延
四
畳

一

屋
舗
壱
畝
六
歩

高
壱
斗
三
升
武
合

取
永

鍬
壱
挺

鋤

1
挺

戸
四
本

米
婦
る
い
壱
つ

新
五
右
衛
門
名
所

さ
て
こ
の
二
人
は
中
追
放
と
な

っ
た
｡
近
世
期
の
刑
罰
の
な
か
の
追
放
で
あ
る
が
､
寛
保
二

(
一
七
四
二
)
年
制
定
の

『公
事

方
御
定
書
』
御
仕
置
仕
形
之
事
は
､
追
放
を
立
入
地
域
と
し
て
罪
人
に
示
す
べ
き
御
構
場
所
の
広
狭
に
よ
っ
て
重

･
中

･
軽
ほ
か

(
28
)
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(
29
)

の
軽
重
が
あ
り
､
中
追
放
は
武
蔵

･
山
城

･
摂
津
ほ
か
六
国
と
三
街
道
筋
､
居
住
お
よ
び
犯
罪
の
国
を
御
構
場
所
と
し
て
'
立
入

禁
止
と
し
た
O
ま
た
田
畑

･
屋
敷
の
関
所

(財
産
没
収
)
が
付
加
さ
れ
た
O
延
幸
二

(
T
七
四
五
)
年
に
至
り
､
町
人
百
姓
の
追

放
に
は
重

･
中

･
軽
三
追
放
に
お
け
る
御
構
場
所
の
差
な
ど
を
撤
廃
し
､

一
律
に
江
戸

一
〇
里
四
万
､
本
人
居
住
お
よ
び
犯
罪
の

｢7∵

国
を
御
構
場
所
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

中
追
放
に
あ
た
り
､
そ
の
家
財
は
封
の
上
､
阻
仲
間
で
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
冒
頭
の
当
所

1
件
と
い
う
の
が
､
こ
こ
で
み
て
き
た
天
保
八
年
の
杭
木
流
失

l
件
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
O

表
紙
に
は
勇
右
衛
門

･
定
吉
と
あ
る
が
､
な
か
は
百
姓
勇
右
衛
門
と
百
姓
卯
之
助
で
あ
る
｡
流
木
を
引
き
上
げ
て
､
後
に
そ
れ
を

売
却
し
た
の
は
､
喜
助
､
卯
之
助
､
定
吉
､
沢
右
衛
門
の
四
人
で
あ
り
､
そ
れ
を
買

っ
た
の
は
伝
五
郎
と
利
兵
衛
で
あ
っ
た
｡

こ
の
中
追
放
の
表
紙
に
あ
る
定
吉
､
本
文
に
出
る
卯
之
助
は
､
杭
木
流
失

l
件
で
､
流
木
を
繋
ぎ
留
め
､
引
き
あ
げ
､
売
り

l

払

っ
た
四
人
の
な
か
の
二
人
で
あ
る
D
,｣
の
事
件
に
関
わ
っ
て
の
中
追
放
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
小
七
株
百
姓
勇
右
衛
門
は

1

｢
一
件
口
舌
細
｣
に
出
て
き
た
小
七
株
百
姓
祐
右
衛
門
で
あ
ろ
う
｡
彼
は
､
｢私
は
農
業
の
合
間
に
牛
馬
の
売
買
を
し
て
い
ま
す
｡

l

し
か
し
､
四
月
二
日
よ
り
家
内
中
流
行
の
病
に
躍
り
､
八
月
に
な
っ
て
よ
-
な
り
ま
し
た
｡
し
た
が
っ
て
､
そ
の
間
､
農
業
に
も

従
事
せ
ず
､
牛
馬
売
買
の
仕
事
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
｣
t
と
申
し
述
べ
た
者
で
あ
る
｡
石
高
､
家
族
の
記
載
は
な
か
っ
た
｡

こ
の
二
人
の
家
財
は
､
炊
事
用
具
は
､
竜

一
･
釜

(四
升
焚
)
一
･
小
鍋

一
･
や
か
ん

一
(卯
之
助
)
､
竜

一
･
釜

(二
升
焚
位
)

T
･
小
鍋

T
(勇
右
衛
門
)
､
農
具

･
調
整
器
具
と
し
て
､
鍬

7
挺

･
鎌

7
挺

･
水
桶

r
･
臼

7
･
石
挽
臼

7
･
杵

7
本

(卯
之

助
)
､
鍬

一
挺

･
鋤

一
挺

･
鎌
二
挺

･
水
桶

一
･
松
白

一
･
杵

一
･
米
韓

一
(勇
右
衛
門
)
､
建
付
類
と
し
て
､
居
延

一
畳

･
障
子

二
本

･
戸
四
本

(卯
之
助
)
､
戸
四
本

･
居
廷
四
畳

(勇
右
衛
門
)
と
な
っ
て
い
る
O

こ
の
ほ
か
に
食
器
類
､
寝
具
類
､
衣
類
も
あ
り
､
家
財
類
も
追
放
に
あ
た
っ
て
の
家
財
管
理
分
の
み
で
あ
る
と
し
て
も
､
小
前

層
の
家
財
類
の
少
な
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
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こ
の

｢
一
件
口
書
写
｣
に
お
け
る
村
人
の
供
述
は
､
そ
れ
自
体
と
し
て
'
あ
る
い
は
他
の
史
料
と
関
連
づ
け
れ
ば
い
っ
そ
う
の

こ
と
､
当
時
の
村
人
の
生
活
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
｡

( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( 読
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沢
本
健
三
編

『市
町
村
別
大
日
本
国
勢
総
携

上
巻
』

1
九
三
四
年

帝
国
公
民
教
育
協
会

埼
玉
県
五
九
ペ
ー
ジ
O

『埼
玉
県
の
地
名

日
本
歴
史
地
名
大
系

第
十

1
巻
』

1
九
九
三
年

平
凡
社

H

〇
七
ペ
1
.I,7;

『延
享
四
年
御
検
見
御
宿
諸
入
日
二
付
書
上
』
『延
享
四
年
山
高
佐
太
夫
知
行
所
書
上
』
｡

『河
川
大
事
典
』

1
九
九

1
年

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ト

四
二
1
ペ
ー
ジ
｡

土
木
学
会
編

『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

1
九
三
六
年

岩
波
書
店

四

1
-
四
二
ペ
ー
ジ
｡

栗
原
良
輔

『利
根
川
治
水
史
考
』
復
刻
第
三
版

1
九
九
六
年

山
愛
書
院

7
三
四
～

l
三
五
ペ
1
.,･r

栗
原
良
輔
前
掲

(6
)
『利
根
川
治
水
史
考
』

7
三
五
ペ
:
,,r

前
掲

(5
)
『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
六

一
～
六
二
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

(6
)
栗
原
良
輔

『利
根
川
治
水
史
考
』

一
三
五
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

(2
)
『埼
玉
県
の
地
名

日
本
歴
史
地
名
大
系

第
十

一
巻
』

一
〇
五
九
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

(5
)
『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
四
二
～
四
三
ペ
ー
ジ
O

前
掲

(5
)
『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
二
1
-
二
二
ペ
-
.I,r

『治
水
』
第
三
号

一
九

一
〇
年

二

月
六
日

治
水
社

四
ペ
ー
ジ
｡

『
〔寛
保
二
年
〕
流
家

･
漁
家

･人
別
書
上
帳
』
｡

『
〔寛
保
三
年
〕
美
食
御
願
控
へ
帳

亥
二
月

着
飾
郡
幸
手
領
上
音
羽
村
』

前
掲

(2
)
『埼
玉
県
の
地
名

日
本
歴
史
地
名
大
系

H

A

l
〇
五
九
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

(13
)
『治
水
』
第
三
号

五
ペ
-
'･,r

栗
原
良
輔
前
掲

(6
)
『利
根
川
治
水
史
考
』

一
三
五
ペ
ー
ジ
｡

『国
史
大
辞
典
』

l
九
八
五
年

吉
川
弘
文
社

六
九
九
ペ
1
.,,7;

1 14
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